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当該団体は 2012 年の計画・募集段階からすでに 6 年
が過ぎようとしている。16 年にはビジネス上のトラブ
ルから日本の AKB より公式姉妹グループとしての契約
を解消されたものの、SNH グループは 2018 年８月現在、














Reception and localization of Japanese-style idol training groups in Shanghai, and the 
significance of informal education among fan communities
Manabu TOSAKA
Abstract
The purpose of this paper is to consider to the cultural influence of globalized entertainment. Using the 
example of Japanese-style idol training groups that have expanded into China, as well as the activities of 
their fan communities, we looked at the non-formal educational aspects of their activities that are the 
key points of this study. For this purpose, the authors have been gathering data and observing 
participants in Shanghai for a number of years. In Section 1, the authors provide their responses to 
questions and points of criticism raised in investigative and study groups both inside and outside school, 
and discuss the intellectual framework of this study. In Section 2, based on materials gathered online and 
locally, a detailed study is made of the activities of fans and their independently organized support 
groups. In Section 3, we present a study on the significance of fan activities for individual fans, based on 
transcripts of interviews with fans of relevant idol groups, to conduct an analysis from a more detailed 
perspective. Through this process, our findings indicate that being a fan of an idol—an activity that can 
be viewed as simply a “leisure-time activity for geeks” —actually promotes self-development though its 
social activities, and has significance in terms of lifelong learning.
　　











































































な ら ば、 そ れ ぞ れ を「 フ ォ ー マ ル 学 習 」（Formal 




































































































































































































































































































































































































































































































































2017 年 8 月16 日（水）15:30 ～　於：上海市虹口区内某所
Q ： Aさんが AKBを応援するようになったきっかけを教えてください。
















A ： CD を買ったり、総選挙で投票したり、写真集を買ったり、握
手会に行ったりしました。
Q ： 初めて握手をしたときどのようなことを思いましたか？





Q ： AKB に月平均でどれくらいお金をつぎ込んだか教えていただ
けますか？
A ： 月平均がどれくらいかは計算していないのでわかりませんが、

























Q ： あなたは先に AKB のファンになり、それから SNH のファンに
なったのですよね。上海に AKB の姉妹団体が設立されると聞いて
どう思われましたか？
A ： オフィシャルな団体ですからもちろん支持しました。2012 年 4
53
九州保健福祉大学研究紀要　20： 45〜56，2019
月 21 日に上海で SNH 結成の会見があったとき私は会場にいたん
ですよ。
Q ： そうでしたか。SNH でのあなたの一推しは？
A ： Savoki（趙嘉敏）でした。
Q ： まず Savoki を推して、のちにナナシ（馮薪朶）を推すようになっ
たんですね。











Q ： AKB や SNH は日中友好にどのような役割を果たせると思いま
すか？



















A ： そうですね。私のいう悲観的とはあなたの言う SNH の役割の
ことなんです。

































Q 筆者（以下、「筆」）：いつ、どのように AKB を知ったのですか？




















Q ： CD を買ったのは（封入されている投票券を使い）自分で投票
するためですね。AKB や SNH を応援するために１年あたりお金を
どれくらい使いましたか？
A ： そうです。CD を買ったり、募金に応じて寄付をして投票したん
です。AKB にはそれほど多く使っていません。数千元（3 千元とす
れば、日本円で 5 万円余り）です。SNH は恐らく10 万元（約 170
万円）位です（苦笑）
Q ： タニマチ（パトロン、大ファン）ですね！
A ： 劇場チケット数百回分ですぐ 3 万元くらい行きますよ（苦笑）







Q ： 私もそう思います…それから上海にも AKB の姉妹団体ができ
ました。あの時どう思いましたか？たしか 2012 年にはアナウンスが
ありましたよね。






























































































会、2016 年 11 月 27 日、於：熊本大学．及び、「中国に
おける養成型アイドル団体とファンコミュニティに関す
る一考察」日本現代中国学会西日本部会研究集会、2017





















swer/103336183（2018 年 8 月 12 日）
９）2018 年 10 月 15 日、QQ（中国のチャットアプリ）
を用いた筆者の応援会幹部に対する聴き取りによる。
１０）2018 年 10 月 15 日、QQ を用いた筆者の応援会幹
部に対する聴き取りによる。
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